
北
方
領
土
問
題
に
対
す
る
国
民
の
関

心
と
理
解
を
さ
ら
に
深
め
、
全
国
的
な

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
の
一
層
の
推

進
を
は
か
る
た
め
、
昭
和
56
年
に
政
府

は
２
月
７
日
を
「
北
方
領
土
の
日
」
と

す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

道
で
は
、
２
月
７
日
の
北
方
領
土
の

日
を
中
心
と
す
る
１
月
21
日
か
ら
２

月
20
日
を
「
北
方
領
土
の
日
」
特
別
啓

発
期
間
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。
北
方

領
土
署
名
コ
ー
ナ
ー
を
町
民
セ
ン
タ
ー

に
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ

電
話
０
１
６
５―
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９
０
２
１

剣
淵
町
で
は
一
般
不
妊
治
療
（
タ
イ

ミ
ン
グ
法
・
人
工
授
精
）
お
よ
び
特
定

不
妊
治
療
（
体
外
受
精
・
顕
微
授
精
）

を
受
け
て
い
る
方
に
、
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
者

不
妊
症
と
診
断
さ
れ
そ
の
治
療
を
受

け
て
い
る
方
で
、

①
夫
婦
い
ず
れ
も
町
内
に
住
所
を
有
し

て
い
る
方

②
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
方

③
北
海
道
が
指
定
し
た
医
療
機
関
で
治

療
し
た
方

④
夫
婦
い
ず
れ
も
町
税
及
び
使
用
料
等

の
滞
納
の
な
い
方

▼
助
成
金
額

【
一
般
不
妊
治
療
】

・
治
療
を
受
け
た
年
度
ご
と
に
、
10
万

円
を
上
限
に
助
成
し
ま
す
。
通
算
５

年
間
を
期
限
と
し
ま
す
。

【
特
定
不
妊
治
療
】

・
１
回
の
治
療
に
つ
き
15
万
円
を
上
限

に
助
成
し
ま
す
。
助
成
回
数
は
、
妻

の
治
療
開
始
時
の
年
齢
が
40
歳
未

満
で
あ
る
時
は
通
算
６
回
ま
で
、
40

歳
以
上
43
歳
未
満
で
あ
る
時
は
通

算
３
回
ま
で
で
す
。

・
特
定
不
妊
治
療
の
う
ち
、
男
性
不
妊

治
療
は
上
記
の
ほ
か
１
回
15
万
円

を
上
限
に
助
成
し
ま
す
。

・
「
北
海
道
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事

業
」
の
助
成
対
象
者
は
、
助
成
額
を

差
し
引
い
た
額
の
う
ち
15
万
円
を

上
限
と
し
て
助
成
し
ま
す
。

(注)
平
成
29
年
４
月
以
降
の
特
定
不
妊

治
療
実
施
分
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

※
申
請
に
必
要
な
書
類
は
各
々
異
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
健
康
福
祉

課
保
健
グ
ル
ー
プ
に
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

健
康
福
祉
課
保
健
グ
ル
ー
プ

電
話
０
１
６
５―

34―

３
９
５
５

〜
接
種
を
検
討
中
、
ま
た
は
既
に
開
始

さ
れ
て
い
る
方
は
有
効
性
と
リ
ス
ク
を

理
解
し
判
断
を
！
〜

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
（
Ｈ
Ｐ

Ｖ
感
染
症
）
の
接
種
を
積
極
的
に
は
お

勧
め
し
て
い
ま
せ
ん
。

平
成
25
年
６
月
14
日
に
厚
生
労
働

省
か
ら
、
ワ
ク
チ
ン
と
の
因
果
関
係
を

否
定
で
き
な
い
持
続
的
な
疼
痛
（
い
た

み
）
が
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
後
に
特
異
的
に
見
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
同
副
反
応
の
発
生
頻
度
等
が
よ
り

明
ら
か
に
な
り
、
国
民
に
適
切
な
情
報

提
供
が
で
き
る
ま
で
の
間
、
定
期
接
種

を
積
極
的
に
勧
奨
す
べ
き
で
は
な
い
と

の
勧
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

・
現
在
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
を
積
極
的
に
は
お
勧
め
し
て

い
ま
せ
ん
。

・
た
だ
し
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
の
定
期
接
種
を
中
止
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
接
種
を
希
望

す
る
方
は
、
定
期
接
種
と
し
て
無
料

で
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
ワ
ク
チ
ン

の
有
効
性
と
接
種
に
よ
る
副
反
応
が

起
こ
る
リ
ス
ク
を
十
分
に
理
解
し
た

上
で
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

２
月
７
日
は
北
方
領
土
の
日
で
す

剣
淵
町
不
妊
治
療
費

助
成
事
業
に
つ
い
て

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

積
極
的
勧
奨
の
一
時
中
止
に
つ
い
て



（
厚
生
労
働
省
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

・
厚
生
労
働
省
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、

下
記
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
で
見
ら
れ
ま
す
。

『
厚
生
労
働
省

子
宮
頸
が
ん
』
で

検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

・
御
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
健
康

福
祉
課
保
健
グ
ル
ー
プ
に
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

健
康
福
祉
課
保
健
グ
ル
ー
プ

電
話
０
１
６
５―

34―

３
９
５
５

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症
し
、

そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿
ば
く
露
作

業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
原
因
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
労
働
者

災
害
補
償
保
険
法
に
基
づ
く
各
種
保
険

給
付
や
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
給
付

金
や
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
く
特
別
遺
族
給
付

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿
を
吸
っ

て
か
ら
非
常
に
長
い
年
月
を
経
て
発
症

す
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

中
皮
腫
な
ど
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
方
が
過
去
に
石
綿
業
務
に
従
事
さ

れ
て
い
た
場
合
に
は
、
労
災
保
険
給
付

等
の
支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
都
道
府
県
労
働

局
又
は
労
働
基
準
監
督
署
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
労
働
局
基
準
部
労
災
補
償
課

電
話
０
１
１―

７
０
９―

２
３
１
１

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
障
害
年
金

に
関
す
る
無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

事
前
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

▼
開
催
日

３
月
22
日
（
日
）
、
４
月
19
日
（
日
）
、

５
月
17
日
（
日
）

▼
開
催
時
間

各
日
10
時
か
ら
15
時
ま
で

▼
開
催
場
所

士
別
商
工
会
議
所

士
別
市
西
２
条
５
丁
目

◇
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

障
害
年
金
サ
ポ
ー
ト
の
会

（
担
当
：
神
田
）

電
話
０
９
０―

６
９
９
５―

７
９
６
９

現
在
、
住
宅
や
簡
易
ト
イ
レ
な
ど
か

ら
出
る
「
し
尿
」
の
処
理
に
つ
い
て
は
、

便
槽
か
ら
汲
み
取
り
後
、
し
尿
処
理
施

設
（
士
別
市
）
へ
搬
入
し
処
理
し
て
い

ま
す
が
、
最
近
特
に
異
物
の
混
入
が
多

く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

便
槽
へ
の
異
物
の
混
入
は
、
汲
み
取

り
時
に
バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー
の
ホ
ー
ス
を

詰
ま
ら
せ
た
り
、
破
損
さ
せ
た
り
す
る

ほ
か
、
処
理
施
設
の
設
備
が
故
障
す
る

な
ど
業
務
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
状

況
で
す
。
混
入
物
の
多
く
は
、「
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
袋
」
、
「
生
理
用
品
・
紙
お
む
つ

な
ど
の
衛
生
用
品
」
、「
タ
バ
コ
の
吸
殻
」
、

「
砂
利
・
石
」
な
ど
で
、
特
に
砂
利
・

石
の
混
入
は
、
設
備
の
重
大
な
故
障
に

つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
便
槽
に
は
異
物

を
絶
対
に
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ト
イ
レ
の
利
用
に
あ
た
っ
て

は
、
水
に
溶
け
な
い
ち
り
紙
を
使
用
せ

ず
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

住
民
課
環
境
生
活
グ
ル
ー
プ

電
話
０
１
６
５―
26―

９
０
２
６

し
尿
へ
の
異
物
混
入
の

防
止
に
つ
い
て
（
お
願
い
）

石
綿
に
よ
る
疾
病
の

補
償
・
救
済
に
つ
い
て

▲混入していた異物（生理用品等の                   

衛生ごみ、缶・ペットボトル、石など）

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

障
害
年
金
無
料
相
談
会
に
つ
い
て



〜
冬
道
で
の
交
通
事
故
防
止
〜

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故
防
止

「
め
ざ
せ
安
全
で
安
心
な
北
海
道
」

▼
余
裕
を
持
っ
た
運
転
を

目
的
地
ま
で
の
天
気
や
道
路
状
況
を

事
前
に
把
握
し
て
、
時
間
に
余
裕
を
持

っ
て
出
発
し
ま
し
ょ
う
。

▼
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
慎
重
な
運
転
を

冬
道
で
は
、
ス
リ
ッ
プ
に
よ
る
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ

ン
と
路
面
状
況
に
あ
わ
せ
た
慎
重
な
運

転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▼
「
急
」
の
つ
く
運
転
操
作
は
危
険

急
発
進
、
急
加
速
、
急
ハ
ン
ド
ル
、

急
ブ
レ
ー
キ
と
い
っ
た
「
急
」
の
つ
く

運
転
操
作
は
ス
リ
ッ
プ
に
つ
な
が
り
大

変
危
険
で
す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

▼
交
差
点
に
注
意

雪
山
で
見
通
し
が
悪
い
交
差
点
な
ど

で
は
、
「
車
が
来
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
」
、
「
歩
行
者
が
横
断
し
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
」
と
危
険
を
予
測
し
て
、
徐

行
と
安
全
確
認
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

▼
悪
天
候
に
注
意

吹
雪
や
大
雪
な
ど
悪
天
候
時
の
運
転

は
、
吹
き
だ
ま
り
や
視
界
不
良
に
よ
る

立
ち
往
生
等
の
危
険
が
伴
い
ま
す
の
で
、

不
要
な
外
出
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

〜
違
法
・
迷
惑
駐
車
の
防
止
〜

「
や
め
ま
し
ょ
う

み
ん
な
が
困
る

迷

惑
駐
車
」

違
法
・
迷
惑
駐
車
は
、
次
の
よ
う
な

危
険
や
障
害
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で

や
め
ま
し
ょ
う
。

▼
道
路
を
狭
く
し
て
通
行
の
妨
害
に
な

り
ま
す
。

違
法
駐
車
が
あ
る
た
め
に
、
交
通
渋

滞
を
引
き
起
こ
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
車
両

走
行
が
出
来
な
く
な
り
、
ま
た
、
歩
行

者
の
通
行
を
妨
げ
ま
す
。

▼
交
差
点
付
近
で
の
事
故
の
原
因
と
な

り
ま
す
。

交
差
点
付
近
の
違
法
駐
車
は
、
通
行

す
る
車
両
や
歩
行
者
の
見
通
し
を
妨
げ
、

交
差
点
事
故
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

▼
緊
急
車
両
の
活
動
を
妨
げ
ま
す
。

狭
い
道
路
に
違
法
駐
車
が
あ
る
と
き

は
、
他
の
車
両
が
通
行
不
能
と
な
り
ま

す
。
特
に
、
消
防
車
や
救
急
車
な
ど
の

緊
急
車
両
の
活
動
を
妨
げ
、
人
命
救
助

に
重
大
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

▼
歩
行
者
事
故
な
ど
の
原
因
に
な
り
ま

す
。

住
宅
街
で
の
違
法
駐
車
は
、
駐
車
車

両
の
直
前
や
直
後
か
ら
幼
児
、
児
童
の

飛
び
出
し
に
よ
る
事
故
や
、
夜
間
に
は

走
行
車
両
が
駐
車
車
両
に
気
付
か
ず
に

衝
突
す
る
な
ど
、
交
通
事
故
の
原
因
に

も
な
り
ま
す
。

▼
除
排
雪
作
業
の
障
害
と
な
り
ま
す
。

違
法
駐
車
が
除
排
雪
作
業
の
妨
げ
と

な
り
、
住
民
に
迷
惑
を
か
け
、
生
活
に

も
重
大
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

士
別
警
察
署

電
話
０
１
６
５―

23―

０
１
１
０

〜
自
衛
官
募
集
に
つ
い
て
〜

興
味
の
あ
る
方
や
詳
し
い
説
明
を
聞

き
た
い
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
名
寄
出

張
所

電
話
０
１
６
５
４―

２―

３
９
２
１

住
所
〒
０
９
６―
０
０
１
１

名
寄
市
西
１
条
南
９
丁
目
45

士
別
警
察
署
か
わ
ら
版

自衛官候補生（男・女）３月試験

応
募

資
格

１８歳以上３３歳未満
（令和２年４月１日現在）

受
付

期
間

受付中～令和２年２月２１日（火）締切

試
験
日

３月１日（日）・２日(月）のいずれか１日を指定できます。

試
験

会
場

旭 川
※細部は受付時にお知らせいたします。

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
か
ら

お
知
ら
せ


